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作成日 2025年 6月 4日  

（最終更新日 2025年 6月 4日） 

「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

                  
 

課題名：日本における小児重症患者に対する早期リハビリテーションの実態調査 

 

１．研究の対象 
2025年 2月 13日～2025年 3月 31日の期間内に集中治療室または小児集中治療室に

入室した 0～15歳の患者様 

 

 

２．研究期間 
  2025年 2月 13日 ～ 2027年 3月 31日 

 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 
当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下

の通りです。 

利用開始(予定)日：該当なし 

提供開始(予定)日：2025年 9月 1日 

 

 

４．研究目的 
我が国における、小児重症患者に対する早期リハビリテーションの実施率を明らかに

すること。また、リハビリテーションが実施できなかった患者の患者情報から、その阻

害因子について調査すること。 

 

 

５．研究方法 
電子カルテ、診療録に記載のある診療記録および検査データより情報を調査します。 

 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

リハビリテーションの実施内容、リハビリテーションが実施できていなかった場合の

理由、年齢、性別、病名、ICU入室理由、入室している ICUのタイプ、重症度、ICU滞

在期間、人工呼吸器装着の有無、人工呼吸器装着期間、補助循環の有無、覚醒レベル、

投薬状況、栄養投与状況、併存疾患、入院前の身体機能、発達状況 等 

 

 

７．外部への試料・情報の提供 
試料・情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、クラウド上へのデータアップ

ロードにより主導研究機関へ提供します。 
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８．研究組織 

●研究機関 
日本医療大学 宮城島 沙織 

杏林大学 松嶋真哉、北海道立子ども総合医療・療育センター 金田直樹、静岡県立

こども病院 北村憲一、JCHO 中京病院 久保貴嗣、一宮西病院 野々山忠芳、神戸リ

ハビリテーション病院 松木良介、長崎大学病院 花田匡利、川崎医科大学附属病院 

佐藤 宏樹、長崎大学 柳田頼英 

 

●既存試料・情報の提供のみを行う機関 

北見赤十字病院(伊藤真人)、北海道大学病院(堀弘明)、旭川医科大学病院(岡本綾子)、

札幌医科大学附属病院(山埜光太郎)、秋田大学医学部附属病院(大倉和貴)、宮城県立

こども病院(菅野香純)、一般財団法人 太田綜合病院附属 太田西ノ内病院(武藤晶)、

埼玉県立小児医療センター(神原孝子)、福島県立医科大学(楠本泰士)、群馬県立小児

医療センター(熊丸めぐみ)、埼玉医科大学総合医科大学(笹川麻由)、自治医科大学附

属さいたま医療センター(安部諒)、筑波大学附属病院(椿拓海、奥脇一)、山梨大学医

学部附属病院(篠原映輝)、慶應義塾大学病院(今井覚志)、公益財団法人 榊原記念財団

附属 榊原記念病院(長尾工)、日本私立学校振興・共済事業団 東京臨海病院(笠原剛

敏)、国立成育医療研究センター (峯耕太郎)、東京大学医学部附属病院(天尾理恵)、

北里大学病院(小林主献)、東海大学医学部付属病院(池田優太)、社会医療法人 JMA 海

老名総合病院(川副泰祐)、聖マリアンナ医科大学病院(渡邉陽介)、新潟大学医歯学総

合病院(坂野周平)飯田市立病院(熊谷結実)、聖隷浜松病院(加藤大喜)、藤田医科大学

病院(篠原史都)、トヨタ記念病院(高橋宏和)、一宮市立市民病院(伊藤将平)、一宮西

病院(川畑翔平)、福井大学医学部附属病院(中橋マミ)、金沢医科大学病院(前田大忠)、

滋賀医科大学医学部附属病院(加藤くるみ)、三重大学医学部附属病院(嶋﨑勇介)、京

都大学医学部附属病院(浅野伝美)、日本バプテスト病院(浅野大喜)、高槻病院(大場

蕗子)、国立循環器病研究センター(佐藤晟也)、明石医療センター(小杉正)、兵庫県

立こども病院(河村勇祐)、岡山大学病院(大塚貴久)、川崎医科大学附属病院(佐藤宏

樹)、島根大学医学部附属病院(佐藤慎也)、佐賀県医療センター好生館(辻希代子)、

九州大学病院(草葉隆一)、鹿児島市立病院(内野琢也)、琉球大学病院(新崎義人) 

 

 

９．利益相反（企業等との利害関係）について 
当院では、研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文書におい

て企業等との利害関係の開示を行っています。 

使用する研究費は日本医療大学資金（個人研究費）です。 

外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされる公正かつ適正な判断が損

なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事態を

「利益相反」と言います。 

本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係につい

ては、現在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相反の管

理を受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちま

す。 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等

になります。あなたには帰属しません。 

 

 

１０．本研究への参加を希望されない場合 
患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は

提供の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結

果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 
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１１．お問い合わせ先 
 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   

担当者の所属・氏名：筑波大学附属病院リハビリテーション部 担当 椿拓海 

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先：メール tsubaki.takumi.kw@ms.hosp.tsukuba.ac.jp 

TEL 029-853-3795（平日 8時 30分～17時 15分） 

当院の研究責任者：筑波大学附属病院リハビリテーション部 椿 拓海 

   

研究代表者：日本医療大学保健医療学部リハビリテーション学科 講師 宮城島沙織 
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